
 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

令和５年度第１回学校運営協議会が５月２日（火）

浜名小学校で開催されました。 

本年度は右のメンバーで４年目の活動を行ってい

きます。 

校長の学校経営方針についての説明の後、３つの

部会（課題検討部・地域体験部・学校支援部）に分か

れて検討しました。ＨＰに議事録が掲載されていま

すのでご覧ください。 

 

次回は、９月１１日（月）の予定です。 

学校運営協議会は、開かれた議会なので誰で

も傍聴できます。傍聴希望の方は、学校にお問

い合わせください 

 

浜名小コミュニティ・スクールだより 
令和５年６月１５日 

 １号 

浜名小学校学校運営協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月６日 

 

 

 

 

[小学校運営協議会メンバー] 

 

会長       加藤弘明さん 

委員       平野岳子さん 

委員       渡辺東作さん 

委員       野末将平さん 

委員       髙林 正さん 

委員（PTA）   山下 誠さん 

委員       山本哲矢さん 

委員       鈴木哲也さん 

委員（学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ兼務） 

           町田幹子さん 

学校支援コーディネーター 小松昌代さん 

学校支援コーディネーター 鈴木仁子さん 

オブザーバー   中道三枝子さん 

オブザーバー   高林剛彦さん 

オブザーバー   松島一博さん 

オブザーバー   内山益巳さん 

オブザーバー 浜名協働センターの方 

第１回学校運営協議会が 

開催されました 

 

★校内まなびの教室が今年度からできたが、

午後の専任の担当がいない。手の空いている

職員がみている。午後のシフトについて、私

たちで手伝えることは何かないか。 

★通学班でのあいさつができていない。自主

的にできるような環境をつくっていくには

どうしたらいいか。 

★通学路の雑草、交通安全の観点からも早め

に土木課に連絡。みんなで見守っていこう。 

課題検討部 

 

★2 月にボランティアの募集をかけたが、

保護者の新規の応募は 3 名。 

★協議会のメンバーの多くは何かのボラ

ンティアに参加しているが、まだの方は

ぜひ参加してほしい。 

★PTA・町内会・自治会に声をかけてほし

い。 

 

★ボランティアに人が集まらない。ボランテ

ィアに興味・関心をもってもらうために、ボ

ランティアが活動している授業を参観して

もらってはどうか。 

★児童に学校が楽しいかアンケートをして、

楽しくないと回答した児童にアプローチを

していくのはどうか。 

 

学校支援部 

地域体験部 



 

 

 

 

 〈 ２年・かぼちゃの苗植え 〉 

４月24日に２年生が正門前の畑に、ボランティアの方とJA

小松の方が準備していただいたかぼちゃの苗を植えました。 

中日新聞、静岡新聞にも取り上げていただきました。職員室 

前に掲示しています。 

 

〈 「外国人放課後学習室」開始 〉 

５月から、外国人の子供たちを対象とした補助学習

ボランティア「外国人放課後学習室」が始まりました。 

今年度は 20 名ほどの

児童を、低学年・高学年

に分けて支援していただ

いています。ワンツーマンで付いていただき日本語で会話しながら本

読みや宿題プリント・ドリルの学習の補助をしています。 

 

 

〈 ５年・家庭科（手縫い）ボランティア 〉 

５年生の家庭科は裁縫の授業が年間を通して行われ 

ます。1 学期は手縫いで、２学期はミシンを使って作品 

を作ります。ほとんどの子が針や糸を初めて使うため、ボランティアの方の手を必要とします。特

に、２学期はミシンを使うためより多くの方に参加していただけると助かります。 

５年生以外の保護者の方も参加していただいています。 

 

 

〈 安全パトロール隊が登下校を見守っています〉 

 浜名小は現在 111 名の安全パトロール隊の方に登

下校を見守っていただいています。CS が始まるより

ずっと前から浜名小は地域の方の協力が非常に良く

得られ今では本校の特徴になっています。 

 学区の通学路には橋やバイパスのような危険な箇

所がたくさんあります。またこれから暑くなり、途中

で気分が悪くなる子がでたような時、大人の目がある

ので大変心強いです。 

 学校支援ボランティアの取り組み  

児童が初めて玉結びができた時に一緒

に喜ぶことができ、感動しました。 


